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Abstract
We verified experimentally the relationship between new tightness factor and
weight, thickness, air permeability, air content and cover factor under the plain, twill
and sateen fabrics.  The results were as follows.
（1）New tightness factor can apply to the plain, twill and sateen fabrics to consider
the interlocking yarns.  The factor can make use of the application  for fabric
structure.
（2）Fabrics can classify light and heavy on weight130g/m2, thin and thick on
thickness 0.3mm under the factor in the experiment.
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適用できないなどの利便性に欠ける点がある。1994年に、A. Seyamと Aly El-Shiekh（3）は、
新しく布地の面積に対する糸の占める面積の比を示す値として、new tightness factorを発表






































従来用いられてきたcover factorと、本研究において検証するnew tightness factorは、同
じように布地の面積に対する糸の占める面積の比を表す値であるが、以上のような違いがある。
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W－W－1（p） 毛 平織 25.6 22.5 27 27
W－P.P－1（p） ポリプロピレン 平織 53.6 24.3 12 15
W－C－1（p） 綿 平織 15.1 15.3 27 27
W－S－1（p） 絹 平織 8.9 25.7 43 37
W－N（6）－1（p） ナイロン 平織 8.8 8.9 23 16
W－N（66）－1（p） ナイロン 平織 7.6 7.9 23 17
W－Ace－1（p） アセテート 平織 8.9 12.6 20 29
W－P－1（p） ポリエステル 平織 9.3 9.4 20 16
W－R－1（p） レーヨン 平織 8.2 15.2 21 14
W－V－1（p） ビニロン 平織 22 20 26 23
W－Po－1（p） ポリノジック 平織 17.3 16.5 34 22
W－Ac－1（p） アセテート 平織 8.9 12.6 20 29
W－Cu－1（p） キュプラ 平織 16.2 15 30 34
W－W－14（t） 毛 4/1斜文 92.5 90.5 18 22
W－W－13（t） 毛 4/4斜文 42 41.1 27 21
W－W－12（t） 毛 2/2斜文 95.5 94.3 12 15
W－W－22（t） 毛 1/2斜文 73.2 68.5 15 16
W－C－7（t） 綿 3/1斜文 95.8 55.7 28 18
W－S－6（s） 絹 2飛5枚朱子 4.5 4.8 127 45
































































重　　　　　さ 0.417** 0 .782** 0 .877**
厚　　　　　さ 0.277** 0 .788** 0 .399**
通　　気　　度 0.382** 0 .557** 0 .011
含　　気　　率 0.387** 0 .484** 0 .325**













れば、new tightness factorと厚さは共に小さくなる。しかし、糸が太いため、new tightness
factorが小さくても薄いグループの布ほど薄くはならない。よって、二つに分かれてほぼ比例
関係が表れたと考えられる。
















また、new tightness factorと通気度の相関係数を算出したところ、new tightness factorと
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New tightness factorと従来用いられてきたcover factorとの関係を、図５に表した。ただ
し、本来cover factorを用いることのできない斜文織と朱子織についても、平織と同様の方法









また、new tightness factor とcover factorの相関係数を算出したところ、new tightness
factorと全サンプルのcover factorの相関係数は0.733となり、正の相関があるといえる。又、
new tightness factorと平織の布のcover factorの相関係数は0.855、斜文・朱子織の布の
cover factorとの相関係数は0.877となり、いずれも強い正の相関があるといえる。
５．結論
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